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■ 研究概要 
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研究デザイン   ： 多施設共同前向きコホート研究 

主要エンドポイント： 対象眼および瞭眼の矯正視力 

 

主な適格規準 
 

１） 少なくとも一眼が広義加齢黄斑変性と診断された 

２） 年齢 50歳以上である 

３） 矯正視力が0.01以上である 

登録 

目標症例数：2000例 

登録期間：2006年 6月から2年間 

患者背景、診断所見、検査、治療情報 

追跡：診断日から5年 

追跡時期：診断日より1年毎 



研究目的 

日本人に頻度の高いポリープ状脈絡膜血管症 (polypoidal choroidal vasculopathy; PCV) を含

めた広義加齢黄斑変性 (age-related macular degeneration, AMD) の進行危険因子、診断、治

療、予後、僚眼への発症危険因子に関する実態調査を行う。エンドポイントは、対象眼お

よび僚眼の矯正視力の変化、眼底所見の変化、全身合併症の発症頻度とする。 

 

対象症例 

 2006年4月1日から2008年3月31日までの診断時に以下の選択規準項目をすべて満たし、

除外規準のいずれにも該当しない症例を適格症例とする。  

(1) 少なくとも一眼がAMDと診断された症例 

(2) 年齢 50歳以上の症例 

(3) 矯正視力0.01以上の症例 

(4) 一眼が基準を満たし、他眼が満たさない場合は、基準を満たす側を対象眼、他眼を

僚眼とする。両眼が基準を満たす場合、活動性が高い側を対象眼、他眼を僚眼とする。 

 

エンドポイント 
Primary endpoint   : 対象眼、僚眼の矯正視力 

Secondary endpoint  : AMDに関係した現象の発現 

        AMD に関係した恒久的な視力障害の発現 

        全身疾患の発症 

 

予定症例数、登録期間、追跡期間 

 予定症例数： 2000 例 

 登録期間 ： 2 年（2006 年 4 月～2008 年 3 月） 

 追跡期間 ： 最終症例診断日から 5 年後まで 

 

中間解析 

 2年以上追跡情報が収集された症例が300例の時点で行う。 

 


